
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜心に残ったカルタことばで人権学習＞                              ＜子どもに大人気のジャンボカルタ＞ 

 

                           ＜子どもも大人も楽しく遊び、一緒に権利や人権について考える＞ 

 
 

「子どものけんりカルタ」は、「子どもの権利条約」の精神をカルタにしたものです。

「子どもの権利条約」は、大きく分けて「生きる権利」「育つ権利」「守られる権利」

「参加する権利」を守るように定めています。 それらの中でも 子ども達にとって 

身近なものを理解しやすいようにカルタことばにまとめました。「子どものけんり 

カルタ」は、子どもの権利や人権について 楽しく遊びながら学ぶことができます。 

学校、学童、育成会、サークル、子ども食堂、その他、どこへでも出前いたします。 
 

○時間：45 分～60 分くらい 

時間や内容など、対象者や状況に応じて柔軟に対応します。 

○準備するもの：なし（カルタなど必要とするものは持参）                       
○内容：Ａ：カルタ（解説入り）と権利や人権の話          

    Ｂ：カルタ＋ジャンボカルタ（解説入り）と権利や人権の話 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申し込み・お問合せ先 

群馬子どもの権利委員会事務局 
TEL&FAX 0270-20-2059 (事務局長 加藤 彰男)

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

事務局 〒371-0026  

群馬県前橋市大手町3-1-10群馬県教育会館３F

TEL&FAX  027-235-8876   

URL http://gkodomo.web.fc2.com/ 

＜カルタ出前授業の感想＞
     小学校 4 年親子行事にて

この前、子どものけんりカルタを

やって「ちがっていいんだ あな

たとわたし」がとても好きです。

なんでかというと一人一人ちがっ

ていいんだな。あんまり友達と合

わせないで自分らしくいればいい

んだなと思えるからです。 

お母さんとも ふだんいっしょに

遊ぶことがないから楽しかった

し、心にささった言葉がたくさん

ありました。     ４年 A 子



 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2 条 差別の禁止 
すべての子どもは、みんな平等にこの条約にある権

利をもっています。意見の違いや見た目の違いがあっ

ても差別されることはありません。 

第３条 子どもにとっていちばんよいことを！ 
大人は、子どもに関係のあることを行うときには、子

どもにとっていちばんよいことは何かを第一に考え

なくてはいけません。 

第 28 条 教育を受ける権利 
子どもには教育を受ける権利があります。学びたいこ

とを学ぶチャンスがあたえられなければなりません。

学校のきまりは、体罰を排除し、人間として大切にされ

なければなりません。 

第３１条 休み、遊ぶ権利 
子どもは休んだり、遊んだり、文化・芸術活動に参加す

る権利があります。  

第６条 生きる権利・育つ権利 
子どもは、生きる権利やいきいきと成長する権利をも

っています。国は、その権利を守るために、できるかぎ

りのことをしなくてはなりません。 

第１９条 虐待などからの保護 
子どもが暴力をふるわれたり、むごい扱いをうけたり

しないように国は、子どもを守らなければなりません

第１２条 意見を表す権利 
子どもは、自分に関わることは、自由に自分の考えや

思いや願いなどを言う権利があります。大人は子ども

の言うことに耳を傾けなければなりません。 

第１３条 表現の自由 
子どもは自由な方法で情報や考えを伝えることがで

きます。ただし、他の人に迷惑をかけてはいけません。

 
 

○あ遊びは子どもの/エネルギー   ○い言おう話そう/自分の考え  ○う 生まれは別でも/いのちは同じ 

○え 絵でも歌でも/気持ちは言える ○お 思いや願い/伝えていこう  ○か 各地の学校に/子どもの権利を 

○き きみもたいせつ/ぼくもたいせつ  ○く 国の約束/権利条約  ○け 健康でのびのび/子どもの権利だ  

○こ 子どものきまりは/子どもの意見で ○さ 差別されない/差別もしない ○し 知ろう知らせよう/権利条約 

○すすべての子どもに/学ぶ権利を  ○せ世界のことは/なんでも知りたい 

○そそれが第一/子どもにいいこと ○たたばこは吸わない/からだに悪い  

○ち ちがっていいんだ/あなたとわたし ○つ疲れたときは/ゆっくりやすもう 

○て手をつなごうよ/世界の子ども  ○と 友だちとともに/自分ものびる  ○な長い人生/自分できめる 

○に 日本も世界も/条約守ろう ○ぬぬくもりで守る/子どもの健康  ○ね寝る場所食べ物/きちんとほしい 

○ののびのび子育て/国も助ける  ○ははっきり伝えて/子どもの意見  ○ひひとの心は/たいせつに 

○ふ不幸な友だち/助けていこう ○へ平和な暮らしは/人権守って ○ほ ほしいよほしい/子どもの居場所 

○ま まちがいなんて/だれにもあるよ○みみんなで作る/たのしい学校○む むりをしないで/助けてもらおう 

○め目や耳の不自由/みんなが支える ○も もっとだいじに/プライバシーを ○ややさしい心で/支えあう 

○ゆゆたかな心と/じょうぶなからだ ○よ よく遊ぼう/はじけて自由に ○ら 乱暴するなよ/話せばわかる 

○り リサイクルしよう/地球の資源 ○る ルールはみんなで/作ろう守ろう  ○れ連絡とって/知らせあおう 

○ろ 朗読しよう/この権利カルタ   ○わわかってほしい/子どもの心  

群馬子どもの権利委員会制作（事務局 ☎/Fax 0270-20-2059 加藤） 

「子どものけんりカルタ」のことば 

実施した成果と日常への展開 
  「乱暴するなよ 話せばわかる」「きみもたいせつ ぼくもたいせつ」「まちがいなんてだ

れにもあるよ」など、たくさんのカルタことばが心に残ることで、話し合いで解決したり、相

手を思いやったりする心が育ち、人権意識を高めることができます。日常の合言葉としても

使えます。 おおいに遊んで、人権意識を高め、日常の生活に活かしてほしいと思います。 

知ろう！知らせよう！「子どもの権利条約」守ろう人権！


